
令和３年度 学校評価総括表
奈良県立奈良朱雀高等学校・奈良商工高等学校 定時制課程

教 育 目 標 ・ 人権を尊重する民主的な社会の形成者として、豊かな人間性と創造性を備えた生徒の育成を目指す。 総合評価
・ ものづくりとビジネスの実習・演習を通して技術を身に付け、社会に貢献できる生徒の育成を目指す。

運 営 方 針 「ものづくりとビジネスの出会いを通して人作り」をスローガンに、高等学校普通教育並びに工業科・商業科等に関する基礎的・基本的な知識と技術を身に付けさせて、産業及び文化の進

展に貢献し得る豊かな人間性と自立的な態度を育成するとともに、清新な気風に満ちた魅力ある校風の樹立を目指す。

昨年度の成果と課題 本 年 度 の 重 点 目 標 具 体 的 目 標
主体的に挨拶をする生徒が多くな (1) 主体的に学ぶ意欲を養い、各教科・科目の学習内容の基礎基本を定着させ、着実な学力 ・ 各学年・科別のシラバス、評価の観点を示し、学ぶことの大切さを理解させ、基礎学力の定着

り、社会のルールやマナーを遵守す の向上をめざす。 を図る。
ることへの意識の向上が見られる。 ・ 自己の目標を明確にし、その達成に向けた取組の一貫として資格や検定の受検を奨励する。

生徒会の活動も徐々に活発になって (2) 集団や社会の一員としての自覚を高め、自己実現への積極的な態度を育成する。 ・ 人としての生き方やあり方について考えさせ、自己の進路を見つめさせる。

きている。 ・ 地域の一員として、挨拶運動や奉仕活動を実施する。

進路意識を高める取組みの成果は

見られたが、自身の進路実現に十分 (3) 生徒と心の通う人間関係を築き、基本的生活習慣や自己管理能力を培う。 ・ ルールやマナーを身に付けさせ、規範意識の向上を図る。

に向き合いきれない生徒もいること ・ 一人ひとりの生徒が抱える課題を理解し、適切な支援を行う。

から、今後も自分を見つめ進路に向

き合う姿勢を持たせる取組みを継続 (4) 安全教育の充実を図るとともに、安心して学校生活を送ることができるよう環境の整備 ・ 日常生活の中の様々な危険を想定させ、安全な行動をとらせることができるようにする。

し、一人ひとりにあった進路指導を に努める。
展開していく必要がある。

令和４年度から導入される新学習 (5) 職員の勤務状況を的確に把握し、過重な勤務や特定の職員への偏重が少なく、支え合っ ・ 職員の日常を観察するとともに面談を必要に応じて実施し、状況の把握につとめ、職員間で共

指導要領に対応する魅力ある教育課 て職場課題を解決する職場環境を創造し、勤務時間と健康の管理を意識した働き方を推 有することで相互理解を促し、目標達成に資する。

程作成に向け、内容を十分に吟味 進する。
し、生徒へのよりよい教育の提供に

努める。

評価項目 具体的目標（評価小 具 体 的 方 策 ・ 評 価 指 標
自己

成 果 と 課 題 改 善 方 策 等
学校関係者評価

項目）
評価

（ 評 価 結 果 の 分 析 ）
（結果・分析）

結果 及び改善方策
学習指導 わかる授業・学力を付け ・各教員が当該教科・科目のシラバスを作成するとともに、これを用いて年度当初 ・観点別評価の規準、ルーブリック（Ａ，Ｂ，Ｃの規準） ・研修をもち、授業目標や 情報交換会や普段

る授業の実践 に生徒へ学習の目的や学習内容、評価方法を周知する。 の作成等を意識しながら成績を出していただいている。 ルーブリックにおけるＡＢ の教員間での情報交
・各教員が、当該教科・科目においてその都度、学習内容等を再度周知し確認す 評価規準の明確化や、授業目標の設定のための研修を考 Ｃ段階評価への狙いを意見 換により、生徒の状
る。 えたい。 交流していく。 況把握に努め、それ
・機械・ビジネスの専門教科で、シラバスを活用して、指導方法や教材の工夫、学 ・発表する授業、生徒が考えや思いを語る授業、書き綴る ・アクティブラーニングの らを考慮した授業内
習方法の把握の仕方などについて情報交換を行い、指導力の向上に努める。普通 授業など、アクティブラーニングに関して様々に工夫し 狙いと成果の意見交流をし 容や指導方法を工夫
教科間でも同様の取り組みを行う。 ていただいている。授業評価，改善の様子も含めて、今 ていく。 することで、向上心
・適宜、生徒による授業評価を行い、その結果を授業改善に生かす。 後、益々教科横断的に意見交流を深めていきたい。 ・単元別、到達度別に生徒 をもって学習する生
・観点別評価に則した授業内容を研究し、アクティブラーニングを積極的に実践し ・単元ごと、授業目標ごとに、生徒にその成果を伝えるよ の思いをくみ取り、教材の 徒が増えつつある。
ていく。 うに努力したい。 作成に役立てる。 今後もきめ細かい指

導に取り組んでいき
個に応じた指導の実践 ・中間考査後の成績を職員間で確認・分析し、情報共有のもと個々の生徒の学習状 ・中間考査後の情報交換会では、有意義な情報交換ができ ・職員間の公式・非公式な たい。

況を把握・確認する。 た。また成績のみならず生活面での悩み、問題について 対話の中で、生徒の状況や 令和４年度入学生
・常に学習の必要性を生徒に説明し、成績不振者への指導において、普段の学習が も意見交換できる良い機会となった。 思いをくみ取っていく。 から導入される新学
進級や卒業に影響することを自覚させる。 ・授業では教科担当から具体的な授業目標と内容を説明し ・従来からある会議や意見 習指導要領に対応し
・個々の生徒の興味関心や学習意欲を高めるために、授業では一斉指導とともに、 て、それをもとに細かく丁寧な指導をしていただいた。 交流の場での内容の充実、 た評価方法につい
生徒各自の理解度に応じた課題を行時間を設けるなど、きめ細かな指導を行う。 ・授業や放課後の学習指導をとおして、今なすべき事を説 継承をする。 て、研修等に参加す

明、啓発していただいている。課題研究や奈良タイムな ・授業アンケートの益々の るなど、積極的に情
どでも、主体的な学びが実践されるよう指導を行った。 充実を図る。 報収集に取り組ん

だ。今後は具体的な
資格・検定の取得に対す ・取得可能な資格や検定の情報を広く生徒に提供し、資格取得への関心を高める。 ・生徒が必要だと感じなければなかなか検定に対して興味 ・どのような知識・技能が 運用について考えて
る積極的な支援 ・生徒の実力を考慮しつつ、将来役に立つ資格や検定を絞り込み、資格の取得や検 関心は生まれないので、将来的に仕事や実生活で役に立 必要か、これからの社会で いきたい。

定合格に向け重点的に取組ませる。また、これらの資格検定については、より多 つ検定を生徒個々に応じて厳選し、授業の内容、生徒の 求められている力とは何か
くの生徒に受験するように働きかける。 理解度も踏まえて、今後も啓発を行なっていきたい。そ を具体的に考えて、検定へ
・機械科、ビジネス科で取り組んでいる資格や検定について生徒の段階に応じて教 れとは別に検定にチャレンジすることにより、学ぶこと の啓発を行いたい。
師が呼びかけ、取得意欲を盛り上げていく。 の楽しさも理解して欲しいと考えている。

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ
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生徒指導 基本的生活習慣の確立と ・欠席・遅刻防止を徹底し、基本的生活習慣の確立を図る。（昨年度の10％減） ・欠席については少し減少したが遅刻については横這い状 ・４年間の指導を通して学 挨拶習慣の定着に
規範意識の向上 ・挨拶の励行、時間厳守及び自己管理を徹底し規範意識の向上を目指す。 態であった。 校のルール、時間厳守、 ついては生徒会の活

・各授業や学校行事等に臨む際の姿勢や態度などにおける基本的なマナーの向上を ・生徒会との協力で、互いに挨拶する習慣が定着しつつあ 挨拶等の社会のきまりをし 動もあって成果が出
図る。 る。（全生徒の約80％） っかり身に付けさせていき ている。今後もマナ
・交通安全教室及び登下校指導等を通して、通学時の安全確保に努めるとともに、 ・集会時における姿勢や態度等の基本的なマナーや、通学 たい。また、授業や学校生 ーや規範意識を向上
交通マナーの向上を図る。 時の交通マナーにおいても目標をほぼ達成できた。 活での関わりの中で生徒の させる取組を期待す
・月１回生徒にプリント（たばこのお話等）を配布し、たばこの害に関する意識を ・コロナウイルスの影響により交通安全教室や薬物乱用防 わずかな変化も見落とさな る。（学校評議員）
向上させるとともに、薬物乱用防止教室を通して薬物の恐ろしさを認識させる。 止教室を開催できなくて残念である。 いよう心がけ、継続した指 様々な活動が制限
・個別面談や家庭訪問で把握した生徒の状況について、教職員間での情報共有に努 ・家庭訪問により得た生徒の状況等から資料作成し、情報 導に取り組みたいと思う。 された環境下であっ
める。 共有を図ることで、共通理解のもとに教職員が生徒を指 たが、生徒が主体的

導できた。 に活動できる場を可
生徒会活動の活性化及び ・生徒会役員の主体的活動や生徒会行事の活性化を図り、充実した生徒会活動につ ・生徒会本部の打ち合わせをこまめに実施し意志疎通を図 ・生徒の自主性や主体性を 能な限り提供できた
部活動の充実 なげる。 った。特に登校時における挨拶運動は他の生徒に良い刺 高めるような生徒会活動や ことは良かった。次

・部活動の勧誘を積極的に行い、加入率を昨年度より上回るようにする。（昨年度の 激を与え、徐々にではあるが自主的な挨拶が見られるよ 部活動の在り方、魅力につ 年度も本年度の成果
10％増） うになった。（全生徒の約80％） いてさらに検討していきた を継承し、生徒の主

・新型コロナウィルスの影響により様々な大会等が中止と いと思う。 体性を育む取組を進
なる中、バドミントン部は制約された時間の中で活動を めていきたい。
行い全国定通体育大会に出場を果たした。

人権文化 人権学習ＬＨＲの充実 ・生徒の人権感覚を高めるために、人権の視点を大切にしたものの見方を深めるた ・「生活体験作文・人権作文から学ぶ」というテーマでＬ ・４年間で学年ごとにテー 生活体験発表会で

めの人権教育ＨＲの充実を図る。 ＨＲを行い、卒業生の作文から、定時制高校生としての マを決めて、人権学習計画 は共に学ぶなかまの

・様々なテーマ（「部落問題」「在日外国人問題」「障害者問題」「性的少数者の人 気づきや思いを共有することができた。 を立てる。 様々な思いを共有す

権」「感染症に関連しての不当な差別や偏見」等）の人権学習から多様な見方、考 ・新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、２学期のＬ ・１学期には作文指導、２ ることができ、生徒

え方を身に付けさせ、人権についての知識理解を深める。 ＨＲを校内生活体験発表会に充てた。 学期には人権学習を行う。 の視野を広げること

・様々な人権学習の機会を設けることが望ましい。 ・人権講演会（教員研修・ ができた。さらに生
・生徒の実態や踏まえた人権講演会講師の人選が難しい。 生徒の人権学習）を立案す 徒の人権感覚を高め

る。 られるような取組を
校内生活体験発表会に向 ・過去の発表作文を教材としてＬＨＲを行い、発表者の思いを共有することで体験 ・校内生活体験発表会から県大会までの期間が短く、日程 ・１学期末までに校内生活 進めたい。
けた取組の充実 作文を書くことの手立てとする。 的に厳しい。 体験発表会を実施できない 生徒が抱える課題

・同じ学校で学びあうなかまとして、なかまの思いに共感し、共有することで生徒 ・定時制高校においては重要な学校行事の一つであり、全 か模索する。 の多様化に対応する
個々の自尊感情を高め、自己実現への意識を高める。 生徒にとって意味のあるものにしなければならない。 ・生徒には、自らの行動や ため、支援を要する

日常生活について常に意識 生徒の把握に努めて
させることが必要である。 いいる。さらに生徒

図書館利用の奨励 ・オリエンテーション等により利用の心得や必要な知識を習得させ、読書や教科学 ・定時制生徒が必要時に利用できるように週４日始業前に ・読書の奨励に努める。 理解を深められるよ
習の資料収集など、図書館利用への意欲を喚起させる。 開館した。考査期間中に自習に利用する生徒もいたが、 ・教科との連携を図る。 うに取組を進めてい

仕事をしてから登校する生徒も多く利用者数は少ない。 ただきたい。（学校評
特別支援体制の充実 ・支援を要する生徒の把握に努め、生徒、保護者、教職員の共通理解のうえ、支援 ・支援を要する生徒の把握に努め、生徒、保護者、教職員 ・年度末から新年度初めに 議員）

が行えるようにする。 が共通理解の上取り組んだ。 かけての中学校訪問など。
・継続的な支援が行えるように体制を整える。

進路指導 本校卒業後の進路を考え ・「進路希望調査・キャリアパスポート（全学年）」「自己点検カード（１年）」「進路 ・わかりやすい進路講演会（３回実施）、進路冊子配付 ・先生方のご意見を伺いな ４年生の進路の決

させる機会づくり 資料」等を利用して生徒理解に努め、本校卒業後の進路を考えさせる機会づくり （全生徒）、新しく全学年に進路通信（４、５月発行）、 がら可能な取組を考え検討 定に向けて、就職希

を行う。 進路希望調査（全学年）、自己点検（１年）、キャリアパ 実施する。 望者に対する説明会

・進路に関する情報資料提供を随時行う。 スポート記入（各学期）、進路ＬＨＲでの求人票の見方・ や応募前職場見学、

社会人のコミュニケーションについて（全学年）、フォー 面接指導など、計画

クリフト資格講座案内、ＨＰ掲載等実施し、本校卒業後 的に取り組み、その

の進路を考えさせる機会づくりを行った。 成果が見られた。
・求人一覧表、履歴書見本、進学指定校一覧表その他進路 全学年を対象に、

に関する情報資料提供を行った。 進路講演会や動画視

４年生の進路決定 ・就職・・・生徒理解に努めながら支援する。（就職相談、企業訪問、応募前職場見 ・就職講習会（マナー講習会含む）、就職・進学相談（７ ・事前指導や相談に来ない 聴、キャリアパスポ

学、各関係機関との連携、就職面接試験対策、事務処理等） 月三者懇談中）、応募前職場見学（１人複数社）、面接練 進路未決定者について、進 ートの活用など本校

・進学・・・将来の職業選択に繋がるような指導、情報提供を行う。（進学相談、学 習、求人票受付や応募書類の事務手続きなど行った。生 路指導部・第４学年等で情 のキャリア教育を充

校訪問、学校案内・募集要項の取り寄せ、学校見学・体験の紹介、指定校受付案 徒・担任から要望を充分聞き、生徒が探せていない求人 報共有し進路先決定に適切 実させた。今後もこ
内、入試対策、事務処理等） 票等の紹介をした。個々の生徒にあった情報提供によ な支援を続ける。 のような取組をとお

り、就職先が決定した生徒は内定先に全員満足してい ・来年度の第４学年生徒数 して、望ましい勤労
る。 は21名になり、応募前職場 観や職業観の育成に
・進学受験がうまくいかなかった生徒にも別ルートを紹介 見学等への教員対応ができ 励んでいただきた
し要望通りの解決ができた。 るよう応援をお願いした い。（学校評議員）

・事前指導や相談に来ない進路未決定者が数名いる。 い。
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各種奨学金の案内・申請 ・「奈良県高等学校等奨学金」「奈良県高校生等奨学給付金」「日本学生支援機構奨学 ・各種奨学金の案内・申請等の事務処理を適切に行った。 ・奨学金制度の追加・変更

等の事務処理 金（給付・貸与）」「石澤奨学金」などの案内・申請等の事務処理を適切に行う。 「奈良県高校生等奨学給付金」22名、「奈良県高等学校等 等について、適時生徒に連

奨学金継続」、「日本学生支援機構奨学金貸与」、「石澤奨 絡していかなければならな
学金給付」、「教育公務員弘済会給付奨学生」が採用され い。
た。

環境 体力の向上 ・スポーツテストを通じて、生徒の運動能力を把握し、課題を明確にするととも ・今年度は一年ぶりにスポーツテストを実施した。一昨年 ・各生徒の運動能力は把握 スポーツテストに
保健体育 に、年齢層に応じた体力の向上の取組みを行い、運動への興味・関心を高める。 の参加率は97％であり、生徒一人ひとりの能力を参考に でき、縄跳び・ラジオ体 より、客観的に生徒

して体力強化を試みた。各個人差はあるものの体力強化 操・筋力トレーニングの成 の運動能力を把握
の成果が出た。 果が上がった。 し、体育の授業を能

健康保持増進と安全教育 ・定期健康診断や各種検診を計画的に実施し、生徒個人の健康状態を把握し各検診 ・生徒の定期健康診断平均受診率の数値目標は前年と同じ ・受診勧告書を保護者に渡 力向上に効果的な内
の充実 の受診率90％以上を目指す。家庭との連携を密にして受診勧告書の回収率の増加 く90％以上を目指したが86.5％にとどまった。これは不 し受診を勧めるとともに健 容で実施できたこと

（昨年比）を目指す。 登校の生徒や仕事で遅刻傾向の生徒が受診に間にあわな 康管理の重要性を促す指導 は良かった。
・防災教育を充実させ、実践的な避難訓練を行い、自分自身の身の守り方等の意識 かったことが影響したと思われる。 を行う。(コロナ対応を含 次年度は、生徒の
付けを行う。 ・手洗い・消毒・換気に関しては意識付けがある程度でき む) 健康に対する意識を

た。同じことの繰り返しになるが、引き続き感染対策の ・防災教育を充実させ自身の 向上させ、健康診断
指導を重ねる必要がある。 身の守り方の意識付けを行 の受診率を高められ
・避難訓練については有意義な実践型の訓練ができた。今 う。 るよう取り組みた
後もさらに工夫する必要がある。 い。

環境整備と環境美化への ・随時、施設の安全点検を行い、環境整備に努める。 ．学校全体の環境美化については、ＨＲ等の指導により、 ・環境整備についてはクラ 防災教育について
意識向上 ・環境美化への意識を高めるため、各ＨＲの環境委員を中心に自主的な清掃活動に 教室や廊下のゴミはかなり減少した。その他清掃活動に ス運営の一環として適宜行 はこれまでの取組を

取り組ませる。 ついては汚れに気づいた教員が自主的にきれいにするの うよう指導をする。 継続しつつ、充実さ
が望ましい。 せていきたい。

機械科 基礎的、基本的な知識と ・座学で学習した内容をしっかりと理解し、その知識を用いて加工する手順や方法 ・実習に取り組む上での安全意識として、実習服・実習 ・資格取得については、自 座学で学んだ知識
技能の習得を目指す。 を考え、作品をつくり上げる。 帽・安全靴の正しい着用について徹底できた。 分の将来を見据えた資格の で自ら考えて作業で
ものづくりへの興味・関 ・作業後のレポート作成により実習内容の再確認を行い、学習内容の定着を確実に ・座学で学習した内容を理解し、その知識を用いて加工手 取得に向けアドバイスでき きるようになってき
心の育成とともに各種検 する。 順や加工方法を自ら考えて作業できるようになってき るよう知識を深める。 たことは高く評価で
定試験への支援を行う。 ・機械科に関する各種検定試験について、放課後及び長期休業期間を利用して支援 た。 ・加工進度の違う生徒が複 きる。また、生徒の

する。 ・資格取得に積極的に取り組み、８名の生徒が取得するこ 数出たときの安全対応とし 興味関心を高めるた
・作品製作に重点を置くことにより、完成の喜びを味わわせ、ものづくりの楽しさ とができた。 て、応援に入れる教師につ め、新たな加工法を
を認識させる。 ・昨年度研修を重ねてきた消失模型鋳造法を実習に取り入 いても考えておく必要があ 実習に取り入れたこ

れ、次年度への課題もあったが概ね興味を持って取り組 る。 とも良かった。
んでいた。 学んだことが進路
・コロナの影響による出席停止など、実習の進度が合わな 選択につながるよう
い生徒が複数出てきた中でも、補習や個別指導によりう な指導に取り組みた
まく対応し終了することができた。 い。

ビジネス 基礎基本を定着させるた ・ＩＣＴを活用するなどにより、授業展開の工夫改善を行う。 ・インターネットを利用し、課題作成のための情報収集を ・各科目で、ＩＣＴが生か ＩＣＴを活用した
科 めの授業方法の工夫及び ・授業内容を通して資格取得に興味・関心をもたせ、受験者を増やせるようにす 行い、作品に生かすことが出来た。また、授業展開にお せるように、各教員の取り 授業に力を入れてい

各種検定試験（希望者） る。 いて、視覚に訴えることで、理解がしやすくなるように 組みなどを共有していき、 ただいている。次年
への継続的な支援 ・各種検定試験受験希望者に対して、放課後の補習や部活動を通じて継続的な支援 工夫出来た。新たに取り組み始めた科目では、十分に成 教員間の情報技術の向上に 度ＢＹＯＤが実施さ

を行う。 果を上げるまでには至っていない。 努めたい。 れるにあたり、他の
新しい教育課程や評価制 ・教育課程や評価について、教員間の情報交換を年間２回以上行う。 ・各科目の教育目的に適した、資格試験を受験出来るよう ・従来の資格だけでなく、 教科を牽引し、生徒
度の研修を深める。 にするとともに、昨年度より幅広い資格受験に対応でき 幅広い資格取得に向け、生 の端末が有効に活用

るようにしたが、受験する生徒を大幅に増加させること 徒に対して資格の有用性や されるよう取り組み
は、出来なかった。 必要性を考えさせるように たい。
・部活動や個別の指導などで、生徒の意欲を高め、資格試 し、継続して学習の支援に 評価方法について
験に合格する生徒を増やすことが出来た。 努める。 は他の教科とも連携
・新しい評価方法についての意見交換や関連資料の配布な ・評価方法についての共通 しながら、取り組ん
どが出来た。 理解を深めるために、より でいきたい。

研鑽をつめるようにしてい
きたい。

第１学年 定時制高校の生徒として ・自己点検シートの記入により自己理解(学習面・生活面)をさせる。 ・多様な生徒が入学してきているが、個々に応じた指導を ・挨拶を交わすなど、個々 家庭との連携を図
の基本的生活習慣を身に ・年度当初の個人面談、家庭訪問、中学校訪問等により、積極的に生徒理解に努 重ね、少しずつ定時制生活に馴染んできている。 の生徒と関わる機会を増や りながら、生徒に対
付けさせる。 め、さまざまな場が学習の機会であることに気付かせる。 ・保護者との連携を密にし、家庭環境や個々の生徒理解を し、生徒理解を深める。 しきめ細かく対応し

深めている。 ていただくことで落
ち着いた学校生活を
送れている。今後も
さらに成長できるよ
う指導していきた
い。
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第２学年 基本的生活習慣の確立 ・学校生活と仕事を両立させ、欠席・遅刻を減らすよう指導する。 ・ＨＲの状況に応じた適切な指導を行い、少しずつである ・進路について意識付けを 生徒会長を輩出する
・挨拶の励行やマナーの向上について継続的に指導する。 が、学校生活に前向きに取り組めるようになってきてい 行うとともに、学習や学校 など、積極的に学校

学習意欲の向上 ・基礎学力を定着させるため、きめ細かい指導を行う。 る。 行事・資格取得等に積極的 生活を送ろうとする
・専門学科の特色を活かし、実習、技能講座、検定試験等に積極的に取り組むよう ・資格試験等を意欲的に受験する生徒もいたが、より資格 に取り組み、よりよい学校 生徒が育ってきてい
指導する。 取得に励めるようにしていきたい。 生活を過ごす必要性を考え る。今後は進路を視

させるようにしていく。 野に入れた指導を充
学校生活の充実 ・学校行事、生徒会活動、部活動等に積極的に取り組むよう指導する。 ・様々な状況により、集団での取り組みが出来ない状況で 実させたい。

あったが、その中でも、ＨＲでの取り組みにより、行事
や活動に積極的に取り組む生徒が生まれている。

第３学年 基本的生活習慣や自己管 ・進路目標の実現に向けて、社会人として必要な基本的生活習慣、マナー、モラル ・定時制高校での生活にも慣れ、全体的には落ち着いた生 ・社会人としての心構えを 場面に応じた行動が
理能力を身についている の定着を目指す。 活を送れるようになった。 徹底させる。 取れる生徒が増えて
か点検させる。 ・卒業後を見据え、新しく仕事に就いた者がいる。 ・卒業後の進路については くるとともに、卒業
進路目標を設定させ、最 ・生徒一人ひとりに将来の目標をしっかり見つめさせ、具体的な進路選択が可能と ・新型コロナの県内感染拡大により学校生活にも影響が及 進路指導部と協力して、生 後の進路選択につい
終学年に繋がるようにす なるように支援する。 んでいるが、これにより、生徒達が学び得た点も少なか 徒自身が置かれている状況 て考える生徒も出て
る。 らずあるといえる。 や各自の適正について考え きている。全員が希

・学年全体(集会等)での指導は、内容によっては必要であ させ、具体化させる。 望の進路を獲得でき
る。但しＨＲの状況や生徒個々が持っている問題など、 るよう、指導を継続
注意を要する。 させたい。

第４学年 生徒一人ひとりの自己実 ・生徒各自が自己の将来設計ができるように、日頃の面談や保護者との相談を密に ・生徒の希望を聞きながら、進路指導部と協働し、｢キャ ・進路実現に向けて、面談 求人情報を積極的
現をめざして進路指導の 行うことで適切なアドバイスを行う。 リアパスポート｣や｢進路希望調査｣を活用し、ホームルー を早期より実施し、受験へ に提示したり、徹底
充実を図る。 ・就職や進学試験対策に必要とされる基礎学力や面接対策等のきめ細かな指導を行 ムの時間等で進路決定への働きかけを行い、就職試験合 の意識付けと基礎学力育成 した面接指導を実施

う。 格に向け指導した。 のための働きかけを行う。 したり、きめ細かな
・社会人として必要とされるマナーやモラルの指導の充実を図る。 ・採用試験に向けて先生方の協力を得ながら面接指導を実 ・進路選択に必要となる、 取組の結果、就職希
・就職や進学に関する情報を収集し、ＨＲ活動や面談を通じて生徒に知らせる。 施した。 企業や学校の情報をＩＣＴ 望者の多くが１社目

・進路指導部主催の外部講師による｢就職に役立つマナー などを活用して集め研究さ で内定をいただい
講座｣や｢ことばとマナー｣講習を実施した。 せる。 た。この成果を次年
・指定校求人や合同説明会の情報提供、また、応募前見学 度以降にも引き継い
への参加を促すことで進路実現への意識付けを行った。 でいきたい。
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